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口人

　　　（8月1日現在）

　男　24，857人　55人増

　女27，947人59人増

　計52，804人114人増

世帯数
　　　15，304　　　　31増

が騰ひゆう

O
…
…
…
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
…
…
…
○

〆

、

ラ
ジ
オ
体
操
で

　
　
元
気
な
毎
日
を

新
し
い
↓
日
の
は
じ
ま
り
。

　
イ
チ
　
ニ
イ
サ
ン

　
　
一
・
二
・
三

　
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
元
気
な
よ
い
子

た
ち
の
ラ
ジ
オ
体
操
が
は
じ
ま
る
。

　
新
鮮
な
朝
の
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
吸

い
こ
む
と
眠
そ
う
な
眼
も
さ
え
て
、
冷

の
ず
と
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
。

　
ラ
ジ
オ
体
操
で
元
気
な
毎
日
を
澄
く

ろ
う
。
、

　
　
　
　
　
、

　一今月の納付一
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〈進む下水道工事〉

“
住
み
良
い
町
づ
く
り
”
柱
に

四
十
六
億
円
余
を
執
行

　
日
向
市
の
台
所
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を

主
に
、
国
や
県
の
補
助
金
、
市
債
（
市
の
借
入
金
）
な
ど
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
い
つ
た
市
の
台
所
の
内
容
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
年
に
二
回
「
財
政
事
情
の
公
表
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
地
方
自
治
法
（
第
二
四
三
条
の
三
）
と
市
の
財
政
事
情
の
作
成
及

び
公
表
に
関
す
る
条
例
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
、
今
回
は
昭
和
四
十
九
年
度

下
半
期
（
こ
と
し
三
月
末
ま
で
）
の
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
な
お
、
公
表
に
関
す
る
資
料
な
ど
は
市
財
政
課
（
電
話
③
一
＝
一
一
内
線

四
一
四
～
四
一
六
）
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は

気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

脚
纒
鯵
欝
㎞

　
昭
和
四
十
八
年
来
の
石
油
危
機
を
起

点
と
す
る
イ
ン
フ
レ
の
た
め
、
そ
れ
で

な
く
て
も
厳
し
い
地
方
自
治
体
の
「
臥

政
の
あ
り
方
」
が
国
民
的
課
題
と
な
り

窮
乏
化
す
る
地
方
財
政
が
あ
ら
た
め
て

浮
彫
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
、

　
こ
の
よ
う
な
財
政
．
危
機
に
加
え
て
、

高
物
価
の
波
は
ま
す
ま
す
高
ま
ゆ
、
日

向
市
に
お
い
て
も
建
設
事
業
等
を
は
じ

め
と
す
る
投
資
的
経
費
が
圧
迫
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
企
業
の
進
出
等
に
よ
る

人
ロ
の
社
会
増
が
年
々
伸
び
都
市
化
現

象
が
進
む
な
か
で
、
多
様
化
す
る
市
民

の
諸
要
求
は
増
大
し
苦
し
い
台
所
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

・
と
く
に
日
向
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な

中
で
市
民
負
担
の
増
大
を
極
力
お
さ
え
・

て
、
市
民
の
要
求
に
こ
た
え
る
た
め
消

費
的
経
費
の
節
減
を
は
か
り
、
緑
の
工

業
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
都
市
計

画
事
業
を
は
じ
め
、
下
水
道
の
敷
設
、

弱
者
救
済
施
策
な
ど
、
住
み
良
い
町
づ

く
り
を
す
る
た
め
最
大
の
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
財
政
的
に
み
ま
す
と
、
昭
和
四
十
九

年
度
の
日
向
市
の
台
所
は
、
年
度
当
初

で
↓
般
会
計
予
算
三
十
二
億
円
、
国
民

健
康
保
険
事
業
な
ど
四
特
別
会
計
予
算

が
八
億
一
千
万
円
、
あ
わ
せ
て
総
額
四
．

十
億
一
千
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
平
均

二
六
％
も
多
い
大
型
予
算
で
出
発
し
ま

し
た
．

　
そ
の
．
後
数
回
の
補
正
で
約
十
七
億
五

千
六
百
万
円
を
追
加
し
、
三
月
末
日
現

在
の
一
般
、
特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た
予

算
総
額
は
五
十
七
億
七
千
百
一
万
円
と

な
り
、
昨
年
の
同
時
期
に
く
ら
べ
約
十

八
億
円
（
四
五
・
四
％
）
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
約
七
九
・
八
％
に
あ
た

る
四
十
六
億
七
百
九
万
円
を
支
出
し
て

い
ま
す
が
会
計
別
に
収
支
状
況
を
み
て

み
ま
す
と
次
の
と
お
り
で
す
。

撰
顯

　
一
般
会
計
は
、
当
初
三
十
二
億
四
百

●八

¥
五
万
円
で
出
発
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
六
回
の
補
正
を
行
い
三
月
末
B
現

在
の
予
算
高
額
は
四
十
六
億
二
千
四
百

五
十
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

昨
年
同
期
に
く
ら
べ
十
三
億
五
千
二
百

四
十
三
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
　
収
入
面
で
は
市
税
が
収
入

済
総
額
の
約
三
二
％
を
占
め
十
二
億
千

五
百
七
十
三
万
円
で
ト
ヅ
プ
、
市
民
一

人
当
り
の
市
税
負
担
額
は
二
万
三
千
九

十
八
円
。
以
下
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

出
金
と
つ
づ
き
、
三
位
に
財
産
収
入
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
財
光
寺

比
良
地
匿
の
県
立
日
向
高
校
敷
地
や
竹

島
の
処
分
に
伴
う
も
の
で
す
。
く
わ
し

く
は
表
ω
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

歳
出
支
出
面
に
お
い
て
は
、
支

出
総
額
の
約
二
六
％
に
あ
た
る
九
億
五

千
三
百
六
十
七
万
円
を
民
生
費
が
占
め

昨
年
と
変
り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
二
位
だ

っ
た
教
育
費
と
三
位
だ
っ
た
総
務
費
が

逆
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
四
十
八

年
度
の
教
育
費
が
学
校
建
設
で
ふ
く
れ

て
い
た
こ
と
、
ま
た
四
十
九
年
度
の
総

務
費
が
増
え
た
の
は
、
主
に
市
民
会
館

建
設
積
立
基
金
に
約
一
億
円
余
り
を
あ

て
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
市
民
一
人

あ
た
り
に
使
わ
れ
た
市
の
お
金
は
六
万

九
千
百
五
十
一
円
で
、
市
民
一
人
が
負

担
す
る
市
税
の
約
三
倍
と
な
り
ま
す
。

無
　
四
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
十
一
億

四
千
六
百
四
十
三
万
円
と
な
り
、
当
初

予
算
（
八
億
一
千
四
十
七
万
円
）
に
く

ら
べ
、
三
億
三
千
五
百
九
十
六
万
円
の
’

増
で
昨
年
同
期
に
く
ら
べ
四
億
四
千
八

百
四
十
七
万
円
も
ふ
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
物
価
の
上
昇
に
伴
う
公
営
住

宅
事
業
費
の
増
と
、
曾
根
土
地
区
画
整

理
事
業
の
事
業
量
の
大
幅
な
伸
び
の
た

め
で
、
市
民
の
住
ま
い
づ
く
り
を
含
め

た
新
し
い
緑
の
工
業
都
市
づ
く
り
が
着

々
と
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
面
で
の
執
行
率
は
、
曾
根
土
地

区
画
整
理
事
業
が
九
三
％
で
ト
ッ
プ
、

次
い
で
公
営
住
宅
事
業
の
八
五
％
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
八
一
％
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
表
⑧
を
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。

ぐ
・’

ノ

，

馬

り

　一

上il

，

●

，

・

、

昭和50年8月号

（昭和59年3月31日現在）

謝即［』蕪1聾

し

r

市民一人に使われた

　公　A　　費

轡
屋　1億8，347万円

　億6．757万円（91．3％｝

1億LO67万円
7．261万円（65．6％）

　1億5，137万円

　1億5，137万円

　（loo％〉

「

69，151円

日向市の台所
一般会計

その華

商工費

公債費

365万円

（2．4％＞

　　　1億6，390万円

1億5，400万円
（94．0％）

　2億3，186万円

2億391万円
（87．9％）

驚支出金

消防士

衛生費

4億
4，762万円

万円2億7，146万円
（60．6％）

　　　　　　　　　6億6，779万円

　　　　　4億8，フ16万円
　　　　　（73．0％）

　　　　　　　　　　　7億4，404万円

　　　　　　　5億7，342万円
　　　　　　　（77．1％）

　　　　　　　　　　　　7億8，860万円

　　　　　　　　6億84万円
　　　　　　　　　（76，2％）　　　、

9俸8．305万円

9億5．367万円
（97．0％）

農林水麿
桑　　費

敏育費

土木費

総務費

‘

民生費

置収入

地方交付
　税　．

国庫支出

　金

税

特別会計

厩　　　予算額　U億4，643万円

　　　執行額　9億6，742万円

　　　（）は執行率
2，285万円

L199万円
（52．5％）

2億6．491万円

2億2，567万円

（85．2％）

2億7．278万円

2億5，296万円

（92．7％）

　　5億8，589万円

4億7，〔⑳万両

（8L4％）

広報ひゆうが3

その他

練鵡金

分担金山

負担金

射蛮収入

県支出金

債市

郵
〈表1＞

蜥・
m

6，694万円

（67．9％）

4♂694万円

5，107万円

（108．8％）

6，250万円

2，572万円

（41．2％）

2億5．058万円

2億2，660万円

　（90．4％）

2億2．817万円

　　1億4，353万円
　　　　　（62．9％）

3億1，410万円

5．920万円

（18．8％）

3億7，139万円

　　　　2億109万円
　　　　　｛595％） z

國　　　予算額　46億2，458万円

　　　執行額　37億7，269万円

　　　（）は執行率

市民1人が負担した

　市　　　　　税

嵐

回心
　　　　　7億7，167万円
　　　　　　　（76．8％）

12億5，582万Fj

市
2憶1，573万P

（96．8％）

＜表2＞

叢
濃●第2土地区二二理事桑

公営住宅事彙

曽糧土地区口整理事彙

国民健康保険事業

封
　予算額　11億4，643万円

　執行額　1（臆2，348万円

　　（　）は執行率
2，285万円

2，458万円

107．6％｝

2億6，4

　　／／

／醤蕩万円

2億7，278万円

2億8，596万円

（104．8％）

5億8，589万円

5億4，946万円
（93．8％）

日向市の市債
18億3千190万9千円

＜表4＞日向市の財産＜表3＞

目　　的．別　　　冒 借　入　先　別

’教　育　後 691264
ノ

863519r閉

土　木　債 5玉9963
ノ

447β05

住　宅　債
267706

市中銀行 264β76

災害復旧債 119β66 塗一書
農林水産業債

117P74
　ノ＼
､済組合

95900

T8218

そ　の　他 116β36

そ　の　他
101791

区　分 現在高 内　　　　　　訳
建　　物 92P59 市庁舎，学校，公営住宅など

土　　地 10ユ75509 上記建物の敷地のほか宅地雑種地など

山　　林 9β25400

物　　品 65台 自動車，電子計算機．オフセット，タナックなと

立木竹 28085

有価証券 24889 株券，社債券，出資金，債権など

陛　　金 262164

国保備積立
p品調達
ｧ学金貸付1国民年金印紙購入等

｝

’
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人
口
や
世
帯
数
を
調
べ

国

勢

　
今
年
の
十
月
一
日
に
は
、
全
国
い
っ

せ
い
に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
る
国
の
最
も
大
規
模
な
、
か
つ

基
本
的
な
人
ロ
調
査
で
、
大
正
九
年
に

第
一
再
調
査
が
実
施
さ
れ
て
以
来
五
年

ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回
は
第
十
二
回
目

に
当
た
り
ま
す
。

　
日
向
市
で
も
、
去
る
七
月
一
日
に
昭

和
五
十
年
国
勢
調
査
日
向
市
実
施
本
部

（
本
部
長
甲
斐
助
役
、
事
務
局
は
企
画

課
）
を
設
置
し
、
調
査
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
事
務
体
制
の
万
全
を

期
し
て
い
ま
す
。

一
と
こ
ろ
で
、
過
去
十
五
年
間
の
日
向

市
人
口
推
移
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が

こ
れ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
も
わ
か
る
よ

う
に
、
日
向
市
の
人
口
は
増
加
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
産
業
の
開
発

に
よ
る
企
業
の
進
出
と
こ
れ
に
伴
う
隣

接
町
村
か
ら
の
転
入
が
大
き
な
比
重
を
・

占
め
て
い
ま
す
。

　
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
国
の
政
治
や

行
政
の
基
礎
資
料
と
な
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
．
県
お
よ
び
市
の
行
政
に
も
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
資
料
と
な
り
ま
す
の

で
、
調
査
日
に
み
な
さ
ん
の
家
莚
へ
調

査
員
が
お
伺
い
し
た
時
は
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

調

る査
方
、
、

　
調
査
の
粗
塗
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ω
　
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で

　
の
間
に
調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し

　
調
査
官
を
手
渡
し
、
記
入
を
依
頼
し

　
ま
す
。

②
　
十
月
一
日
か
ら
五
日
目
で
の
間
に

　
も
う
一
度
、
各
世
帯
を
訪
問
し
、
記

　
入
済
み
の
調
査
票
を
集
め
ま
す
。

Oの㈲働α0ω（9）（8）（7）（6）（5》《4）（3）（2）ω

一

の
内

今
回
の
調
査
で
調
べ
る
事
項
は
、
次

の
十
六
項
目
で
ず
。

　
氏
　
名

　
男
女
の
別

　
世
帯
主
と
の
続
き
柄

　
出
生
の
年
月

配
偶
者
の
有
無

　
国
　
籍

　
仕
事
を
し
た
か
ど
う
か
の
別

　
従
業
地
ま
た
は
通
学
地

従
業
上
の
地
位

勤
め
先
の
名
称
や
事
業
の
種
類

本
人
の
仕
事
の
種
類

世
帯
の
種
類

世
帯
人
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

住
居
の
種
類

人ロと世帯の推移
現住人日調査

年次
人 口

総　　数 男 女
世帯数

昭和35 40，697 19，576 21，111 9，108

36 ω，200 19，296 Z〕，904 9，13雲

37 40，470 19，380 21，09D 9，283

38 41．06 19，661 21，お4 9，527

39 41，9i蛤 a〕，2⑲ 21，737 9，816

40 43，678 a），912 2～，766 10，715

41 44，5侶 21，312 お，2i6 11，009

42 45，654 21，841 お，813 11．4あ

43 46，315 毘，〔B8 24，217 11，757

44 4．4お Z～，609 2隻，837 12215

45 47，420 Z～，2臼9 ゐ．13ガ 12，8お

46 48，930 忽957 25，973 13，318

47 49，908 お，359 26，549 13，紡1

48 50，955 器，93D 27，025 14，443

49 毘，〔ち3 勿，420 27，〔憩 14，935

50 麗，69D 21，802 勿，羽8 15，勿3

亀

（50年のみ7月1日目は毎年io月1日）

面
　
居
住
室
数

00

@
居
住
室
の
畳
数

一

果
　
嗣
用

　
　
国
勢
調
査
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
人
口
や
世
帯
数
は
も
ち
ろ
ん
人
口
、
世

　
帯
の
構
成
が
わ
か
り
、
男
女
別
、
年
令

　
別
、
産
業
別
、
職
業
別
な
ど
の
人
口
や

　
核
家
族
、
そ
の
他
の
世
帯
に
関
す
る
資

　
料
な
ど
が
作
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
社
会
福

　
祉
対
策
、
労
働
力
需
給
計
画
、
各
種
の

　
地
域
計
画
な
ど
県
や
市
の
行
政
上
の
資

　
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
ま
た
、
人
口
の
大
都
市
集
中
に
伴
う

過
密
過
疎
な
ど
人
ロ
の
地
域
分
布
の
問

題
、
人
ロ
の
老
令
化
や
核
家
族
に
伴
う

各
種
の
社
会
、
福
祉
に
関
す
る
問
題
を

．
考
え
る
に
あ
た
っ
て
も
、
人
口
0
状
況

　
を
正
確
に
は
握
す
る
必
要
性
が
あ
り
、

他
に
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り

　
ま
す
。

二fニは

ル
ﾀ
す

て

　
調
査
結
果
の
真
実
性
を
確
保
す
る
た

め
、
正
確
に
報
告
す
る
こ
と
と
、
報
告

老
の
秘
密
を
守
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
報
告
さ
れ
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
統
計
表
を
作
る
こ
と
以
外
に

は
用
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ご
理
解
の
上
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

文
化
賞
候
補
者
は

い
ま
．
せ
ん
か

　
市
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課

で
は
、
文
化
向
上
発
展
に
、
と
く
に
功

績
の
あ
っ
た
か
た
が
た
を
表
彰
す
る
「

日
向
市
文
化
賞
」
の
受
賞
候
補
者
を
、

広
く
一
般
市
民
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す

　
み
な
さ
ん
の
お
知
り
あ
い
の
か
た
で

候
補
者
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご

推
せ
ん
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

▼
対
象
鯉
日
向
市
の
文
化
向
上
発
展
に

　
と
く
に
功
績
の
あ
っ
た
人
（
個
人
、

　
団
体
を
問
い
ま
せ
ん
。
）

▼
授
賞
部
門
甘
学
術
、
芸
術
、
技
術
、

　
体
育
の
四
部
門
に
つ
い
て
表
彰
し
ま

　
す
。
　
（
自
治
功
労
な
ど
は
含
み
ま
せ

　
ん
。
）

▼
推
せ
ん
書
”
市
教
育
委
員
会
事
務
局

　
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
締
め
切
”
九
月
三
十
日
（
火
）

▼
推
せ
ん
書
提
出
先
“
市
教
育
委
員
会

　
事
務
局
社
会
教
育
課

▼
受
賞
者
の
決
定
阿
推
せ
ん
さ
れ
た
人

　
た
ち
は
、
選
考
審
査
会
を
経
て
、
最

　
終
的
に
は
教
育
委
員
会
が
、
　
「
日
向

　
市
文
化
功
労
者
顕
彰
条
例
」
に
基
づ

　
き
、
決
定
し
ま
す
。

▼
授
彰
す
る
日
臼
十
一
月
三
日
（
月
）

　
「
文
化
の
日
」

　
そ
の
他
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
市
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育

課
（
電
話
②
二
一
一
一
内
線
四
三
六
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ヂ

O
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“
ま
ち
”
を
美
し
く
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
，

ゴ
ミ
収
集
に
ご
協
力
を

　
ゴ
ミ
処
理
問
題
は
「
ゴ
ミ
戦
争
」
な

ど
と
い
わ
れ
、
全
国
的
な
社
会
問
題
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
毎
日
排

出
さ
れ
る
ゴ
、
ミ
を
早
く
収
集
し
処
理
す

る
こ
と
が
衛
生
的
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
な
る
の
で
す
。
し
か
し
こ
れ
に

は
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
協
力
が
必

要
で
す
。

　
場
所
に
よ
っ
て
は
、
指
定
日
以
外
に

出
し
た
り
、
指
定
日
で
も
出
し
方
が
乱

雑
な
た
め
、
美
観
を
そ
こ
ね
る
ば
か
り

で
な
く
、
附
近
の
が
た
が
た
に
も
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
お
互
い
が
注
意
し
合
い
、
次
の
こ
と

を
よ
く
守
り
、
指
定
さ
れ
た
日
に
指
定

さ
れ
た
場
所
へ
置
く
よ
う
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
O
市
の
ゴ
ミ
収
集
は
袋
ご
と
回
収
す

　
　
る
の
で
、
袋
は
必
ず
ロ
を
し
め
て

　
　
ヒ
モ
で
結
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
◎
収
集
は
作
業
員
が
直
接
行
い
ま
す

　
　
か
ら
、
定
め
ら
れ
た
収
集
日
の
午

　
　
前
八
時
三
十
分
ま
で
に
見
や
す
く

　
　
集
め
や
す
い
所
に
置
い
て
く
だ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
い
。
た
だ
し
路
地
裏
な
ど
車
の
は
す

　
　
い
ら
な
い
家
庭
は
、
も
よ
り
の
道
は

　
　
路
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
集

　
◎
収
集
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
効
率
的
に
処
収

　
　
理
す
る
た
め
に
・
燃
え
る
ご
と
掴

　
　
燃
え
な
い
ゴ
、
ミ
の
分
別
を
し
て
出
に

　
　
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
間

　
◎
台
所
か
ら
出
る
野
菜
く
ず
な
ど
の
週

　
　
ゴ
冨
は
、
必
ず
水
切
り
し
て
、
袋
q

　
　
に
入
れ
、
ひ
も
で
固
く
結
ん
で
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
使
用
す
る
ゴ
ミ
袋
は
、
市
内
割

の
お
米
屋
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
日

　
ま
た
、
新
た
に
ゴ
ミ
収
集
を
希
望
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集

れ
る
家
庭
は
、
清
掃
事
務
所
（
電
話
②

二
＝
一
内
線
六
二
八
）
へ
お
申
し
込
収

み
く
だ
さ
い
。

一般ごみ収集日 収　　　集　　　区　　・』域 危険物など収集日

@　　　　毎　月

月曜及び木曜
細島、財光寺、亀崎、鶴町、下原町、江良

]根、　　　　堀一方、畑浦、読手、梶木 第1水曜日

火曜及び金曜
上原町、東草場、’

ｼ草場、　　　永江上町、都町、北町、本町、中町、南町　高砂団地　中央、花ケ丘、公園通

第2水曜日（全地区）

謔S水曜日（市街地のみ）

水曜及び土曜
美々津、幸脇、平岩、新財市、千束口

lｩ橋通り、中原、広見、塩見 第3水曜日

特別融資制度を

利用していますか

　
有
利
な
条
件
で
借
り
入
れ
が
で
き
る

」
日
向
市
中
小
企
業
特
別
融
資
制
度
」

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
制
度
は
、
市
内
に
居
住
さ
れ
る

中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
が
、
設
備
資
金

や
運
転
資
金
が
必
要
な
と
き
、
そ
れ
を

ご
融
資
し
て
地
場
産
業
の
振
興
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
　
一

　
ま
た
、
こ
の
制
度
を
広
く
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
に
融
資
限
度
額
を
今
ま
で

の
百
万
円
か
ら
二
百
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
事

業
経
営
の
手
助
け
の
た
め
に
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
ご
利
用
で
き
る
か
た
旨
旨
日
向
市
内
に

　
住
所
の
あ
る
個
人
ま
た
は
法
人
企
業

　
で
、
お
申
し
込
み
の
と
き
ま
で
に
日

　
向
市
内
に
お
い
て
引
き
続
き
一
年
以

　
上
商
工
業
（
サ
ー
ビ
ス
業
を
含
む
）

　
を
営
み
、
納
期
の
到
来
し
て
い
る
市

　
税
を
完
納
さ
れ
て
い
る
か
た
で
し
た

　
ら
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

▼
融
資
限
度
額
”
一
企
業
二
百
万
円
以

　
内

▼
融
資
期
間
1
1
三
年
以
内

▼
資
金
の
使
途
陛
事
業
経
営
上
必
要
な

　
運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資
金

▼
償
還
方
法
1
1
一
括
ま
た
は
分
割
償
還

▼
保
証
人
”
二
名
以
上

▼
貸
付
利
率
n
年
八
・
五
欝

▼
信
用
保
証
料
阯
市
が
全
額
を
補
助

▼
取
り
扱
い
金
融
機
関
鯉
宮
崎
銀
行
（

　
日
向
、
細
島
、
都
農
支
店
）
、
宮
崎

　
相
互
銀
行
日
向
支
店
、
鹿
児
島
銀
行

　
日
向
支
店
、
高
鍋
信
用
金
庫
日
向
支

　
店
、
日
向
市
信
用
組
合

▼
受
付
窓
口
擁
日
向
商
工
会
議
所
（
電

　
話
②
五
＝
三
）
ま
た
は
市
商
工
水
産
課

　
（
電
話
②
二
一
一
一
内
線
五
七
六
）

　
で
お
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

信用保証のしくみ

箒［劃
　　　②％証承．

中・小

企業者

驕鶉謝

信用保証協会
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新規学卒就職者
　ボーリングを楽しむ

　今年3月に中学校や訓練校を卒業し、各事業所に就職し

た人たちを励ます新規学卒就職者激励大会が、去る7月29

日に320人が出席し、財光寺のマルセンボールで

行なわれました。

　県商工労働部長や日向市長の激励があったあ＼
　　と、ボーリングを楽しみました。

市立図書館は
　　勉強するよい子でいっぱい

熱戦だった
　PTAバレーボール大会

〃／　　　日向市PTA連絡協議会ノミレーボール大会が

　　　　　市内5会場に分かれて10日開かれました。

　　　　参加した各チームとも、日頃の練習成果を十分発

　　　揮しましたが、小学校の部では日知屋小チーム’、中

学校の部では日向中チーム、親子会の部では梶木チームが

優勝しました。

昭和50年8月号

あとわずか。この夏休みの間、不得意な教科を

補充するのにはよい機会です。

館にはこのところ、夏休み帳や教科書を持った

誉廻早タから押しかけ・参考書を開い　ノづ：

●

　夏休みもあとわずか。この夏休みの間、蔭子

重点に学力補充するのにはよい機会です。

　市立図書館にはこのところ、夏休み帳や撫
よい子たちが朝早くから押しかけ、参考書を目

て猛勉強中です。

市立図書館には、多くの本がありますので、

わからないことがあったときは、図書館の

本を利用しましょう。

利用者が青少年ホームを清掃

業糠畿糊講潔鰍惑い＼ミ
の場、学習の場として利用できる施設ですが、日

頃自分たちが利用しているホームの窓ガラスなど

が汚れていることから、利用者会員で、去る6日朝早くか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロら室内の清掃を行ない「みんなのわが家」としできれいに

しました。　　　　　　　　　　　　『　　　　　Bピ

お
た
く
の
浄
化
槽
は

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か

、
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
浄
化
槽

か
ら
の
悪
臭
な
ど
に
よ
る
苦
情
が
多
く

な
り
、
原
因
を
調
べ
て
み
る
と
水
洗
便

所
（
浄
化
槽
）
を
設
置
し
て
か
ら
「
一

回
も
清
掃
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
か

「
清
掃
な
ど
は
し
な
く
て
も
よ
い
と
思

っ
て
い
た
」
と
か
い
わ
れ
る
家
庭
が
多

い
よ
う
で
す
。

　
浄
化
槽
は
「
魔
法
の
つ
ぼ
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
年
に
一
回
以
上
は
清
掃

を
し
な
い
と
、
汚
物
が
流
れ
で
た
り
悪

臭
が
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
◎
年
四
～
六
回
以
上
必
ず
点
検
を
し

　
　
ま
し
ょ
う
。

　
◎
送
気
孔
や
排
気
管
を
ふ
さ
が
な
い

　
　
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
◎
放
流
水
は
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

　
◎
モ
ー
ダ
ー
式
の
も
の
は
、
電
源
を

　
　
　
　
　
ロ
　
も

　
　
切
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
◎
モ
ー
タ
ー
ポ
ン
プ
の
油
の
点
検
を

　
　
し
ま
し
よ
う
。

　
◎
洗
浄
水
は
必
要
量
を
流
し
ま
し
ょ

　
　
う
。

　
◎
便
器
内
に
消
毒
薬
や
塩
酸
な
ど
を

　
　
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

※
浄
化
槽
の
維
持
管
理
お
よ
び
清
掃
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
ば
、
日
向
衛
生

公
社
（
電
話
②
五
三
〇
五
）
へ
…
…
。
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あ
な
た

　
　
　
　
　
現
在
、
お
天
気
の
予
報
は
八
割
以
上

　
　
　
　
の
打
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
が
．
地
震
の

・
　
　
　
予
知
は
大
変
む
ず
か
し
い
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
台
風
の
予
想
は
、
日
本
の
は
る
か
南

　
　
　
　
の
海
上
に
発
生
す
る
と
、
も
う
番
号
を

　
　
　
　
つ
け
て
数
え
、
進
度
や
速
度
を
刻
々
と

　
　
　
　
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
■

　
　
・
　
　
さ
て
、
そ
の
台
風
で
す
が
、
台
風
は

い
・
．　

　
　
　
低
気
圧
の
ひ
と
つ
で
す
。
南
方
海
上
で

∵
罫
．
離
触
繍
類
難
欝
牲
籍

こ
　
“
以
上
に
な
っ
た
も
の
を
台
風
と
呼
ん
で

　
　
　
　
い
ま
す
。

い
　
　
　
　
　
よ
く
、
台
風
を
大
型
だ
と
か
小
型
だ

町　
　
　
　
と
か
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
中
心
か

糾
　
皐
径
0
0
撃
以
内
で
は
8
蓼

警
　
　
　
暴
風
雨
…
」
と
い
わ
れ
る
暴
風
圏
の
大

　
　
　
　
き
さ
の
区
別
で
大
型
（
A
ク
ラ
ス
）
台

・
　
　
風
と
い
え
ば
、
半
径
四
百
詩
か
ら
五
百

　
　
　
　
♂
。
つ
ま
り
九
州
か
ら
関
東
ま
で
す
っ

騨
．　

　
　
　
ぽ
り
お
お
う
ほ
ど
の
も
の
で
す
。
中
型

耀
．
　
　
　
（
B
ク
ラ
ス
）
な
ら
半
径
三
♂
前
後
の

町
が

　
　
　
　
も
の
。
小
型
（
C
ク
ラ
ス
）
は
半
径
二

隅　う
　
　
百
♂
ぐ
ら
い
ま
で
で
、
半
径
百
♂
ぐ
ら

　
　
ゆ

　
　
　
　
い
ま
で
の
も
の
は
豆
台
風
と
呼
ん
で
い

　
ひ

　
　
　
　
ま
す
。

噛　
鞭

　
　
　
　
　
問
題
は
「
強
さ
」
で
す
。
台
風
の
強

…∵
L

　
　
　
　
さ
は
、
こ
の
暴
風
圏
の
ひ
ろ
が
り
具
合

　
　
　
　
で
強
さ
の
見
当
が
つ
く
わ
け
で
す
。
つ

　∵　
7
　
　
ま
り
台
風
は
、
中
心
気
圧
を
示
す
数
字

　
（
ミ
リ
バ
ー
ル
）
の
小
さ
い
ほ
ど
強
ド
い

わ
け
で
、
ま
た
中
心
付
近
の
最
大
風
速

が
大
き
い
ほ
ど
強
い
と
考
え
て
い
い
で

し
ょ
う
。

　
台
風
は
一
般
に
暴
風
雨
を
伴
い
ま
す

か
ら
、
台
風
が
上
陸
す
れ
ば
上
陸
地
付

近
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
進
路
に
あ
た
る

地
方
で
も
被
害
は
ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん
。

　
台
風
の
も
た
ら
す
豪
雨
は
、
台
風
自

t
身
の
上
昇
気
流
に
よ
る
も
の
と
、
地
形

の
影
響
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一

般
に
台
風
が
日
本
本
土
に
接
近
ま
た
は

需
“
6
塊
砦
砦
需
砦
需
婁
需
需
薯
砦

上
陸
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
れ
ら

の
現
象
と
か
さ
な
っ
て
豪
雨
を
も
た
ら

し
ま
す
。
　
塁

　
海
岸
に
面
し
．
た
低
い
土
地
で
は
、
台

風
の
中
心
が
通
過
す
る
と
き
に
高
潮
が

お
こ
り
ま
す
。
こ
れ
は
台
風
の
中
心
が

通
過
す
る
と
き
気
圧
が
低
く
な
り
、
海

面
が
吸
い
あ
げ
ら
れ
る
た
め
と
、
暴
風

の
た
め
に
海
水
が
吹
き
よ
せ
ら
れ
る
た

め
に
お
こ
り
ま
す
。
と
く
に
こ
れ
が
満

潮
時
と
か
さ
な
っ
た
り
す
る
と
潮
位
が

高
く
な
り
、
被
害
は
一
層
ひ
ど
く
な
る

わ
け
で
す
。

　
台
風
の
平
均
風
速
が
二
十
燭
と
い
っ

て
も
、
風
は
た
え
ず
イ
キ
を
し
な
が
ら

吹
く
も
の
で
す
か
ら
時
々
刻
々
に
変
わ

る
風
の
最
大
瞬
間
風
速
は
、
平
均
風
速

の
五
割
増
し
と
み
て
い
い
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
平
均
風
速
が
二
十
層
な
ら
、
最

大
瞬
肘
風
速
は
三
十
層
と
い
う
こ
と
に

、
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
台
風

が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
毎
年
台
風
の
被
害
に
よ
っ
て
、
尊
い

人
命
や
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
被
害
を
、
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る

た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
ふ
だ
ん
の
準

備
や
注
意
が
大
切
で
す
。
台
風
が
近
づ

い
た
ら
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

L
　
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
気
象
凶
報
を

　
よ
く
聞
く
。
　
　
　
ノ

a
窓
や
雨
戸
な
ど
に
は
、
外
か
ら
板
ノ

　
な
ど
を
打
ち
つ
け
る
。

a
　
風
当
り
の
強
い
場
所
の
ガ
ラ
ス
窓

　
に
は
、
テ
ー
プ
を
は
っ
て
お
く
と
破

　
片
が
飛
び
散
り
ま
せ
ん
。

4
　
煙
突
や
看
板
な
ど
が
飛
ば
な
い
よ

　
う
に
補
強
し
て
お
く
。

翫
　
ヘ
イ
に
は
支
柱
、
庭
木
に
は
添
え

木
を
す
る
。

6。

Z
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
は
、

家
財
道
具
を
高
い
所
や
二
階
に
移
す

乳
　
大
雨
が
続
く
と
地
盤
が
ゆ
る
み
、

が
け
く
ず
れ
な
ど
の
危
険
が
あ
る
の

　
で
、
附
近
の
人
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意

す
る
。

回

覧　の
嘘（、）

材
料

　
た
い
の
刺
身
　
三
百
弓

　
た
い
の
ア
ラ
で
と
っ
た
出
し
汁

　
　
　
　
　
　
　
五
百
四
十
C
C

　
み
そ
（
赤
、
白
半
々
）
　
二
百
移

　
ご
ま
　
二
十
移

　
砂
糖
　
二
十
～
三
十
移

滑
　
八
＋
c
c

化
学
調
味
料
少
々

そ
の
他
に
、
う
か
し
と
し
て
季
節
に

よ
り
木
の
芽
、
生
の
フ
ノ
リ
、
き
ゅ

う
り
の
薄
切
り
、
タ
ク
ワ
ン
の
千
切

り
、
味
つ
け
ノ
リ
な
ど
、

作
り
方

■
　
た
い
の
頭
や
一
骨
な
ど
の
ア
ラ

　
　
を
中
火
で
こ
げ
ぬ
よ
う
に
サ
ッ

　
　
と
あ
ぶ
る
。
あ
つ
い
う
ち
に
ア

　
　
う
に
つ
い
た
身
を
ほ
ぐ
す
。

乳
　
す
り
鉢
に
ご
ま
を
入
れ
て
す
り

　
　
そ
れ
に
先
程
ほ
ぐ
し
た
身
を
入

　
　
れ
よ
く
す
る
。

翻
i

3。4．5．

こ
れ
に
み
そ
を
加
え
て
、
さ
ら

に
す
り
こ
む
。
　
（
こ
の
場
合
、

少
量
の
酒
を
た
ら
す
と
、
す
り

ゃ
す
い
。
）

先
に
あ
ぶ
っ
た
魚
の
頭
な
ど
で

出
し
汁
を
と
り
よ
く
冷
や
す
。

3
の
み
そ
に
こ
の
出
し
汁
と
酒

を
加
え
、
普
通
の
み
そ
汁
よ
り

濃
度
の
あ
る
ド
ロ
リ
と
し
た
感

じ
に
し
、
化
学
調
味
料
で
味
を

と
と
の
え
る
。

食
べ
方

椀
に
刺
身
を
も
り
、
．
5
を
加
え
て

刺
身
を
よ
く
な
じ
ま
せ
、
木
の
芽

な
ど
を
う
か
し
、
熱
い
ご
は
ん
に

か
け
て
食
べ
る
。
　
（
コ
ン
ニ
ャ
ク

の
細
切
り
を
塩
で
も
み
熱
湯
を
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

け
た
も
の
や
、
タ
ク
ワ
ン
、
き
ゅ

う
り
、
ノ
リ
の
類
な
ど
い
ろ
い
ろ

入
れ
る
と
風
趣
よ
く
、
匂
ざ
わ
り

も
よ
い
。
）
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お
し
ら
せ鹸

税
務
相
談
の
開
設

宮
崎
税
務
相
談
室
で
は
移
動
税
務
相
談

所
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　
　
日
時
H
九
月
九
日
十
時
～
十
五
時

　
　
場
所
－
一
日
向
商
工
会
議
所
会
議
室

　
　
相
談
内
容
H
法
人
税
、
所
得
税
、

　
　
　
　
　
　
相
続
税
、
贈
与
税
な

　
　
　
　
　
　
　
ど

　
　
担
当
者
闘
宮
崎
税
務
相
談
室
相
談

　
　
　
　
　
官
、
延
岡
税
務
署
係
員

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
を

　
　
　
　
利
用
し
ま
七
よ
う

．
先
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た

が
、
県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で
は

次
の
と
お
り
身
体
障
害
者
（
児
）
の
巡

回
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
巡
回
相
談
日
”
九
月
五
日
（
金
曜
日
）

▼
検
診
時
間
軸
午
前
十
時
～
午
後
三
時

　
（
た
だ
し
受
付
は
、
午
前
九
時
三
十

　
分
～
十
二
時
ま
で
）

▼
場
所
”
日
向
市
勤
労
青
少
年
ス
ポ
ー

　
ツ
セ
ン
タ
i

▼
相
談
内
容

ω
　
更
生
医
療
お
よ
び
育
成
医
療
給
付

　
の
要
否
の
判
定

ω
　
補
装
具
交
付
の
要
否
の
判
定
な
ら

　
び
に
補
装
具
の
処
分
、
適
合
判
定

㈲
　
知
能
測
定
や
性
格
判
定

ω
　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書
の

　
作
成
な
ど

※
ま
た
、
こ
の
巡
回
相
談
で
『
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
認
定
診
断
』
、
　
『
在
宅

心
身
障
害
児
療
育
指
導
』
、
　
『
筋
萎
縮

症
の
検
診
』
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
さ
れ
る

よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
福
祉

事
務
所
保
護
係
（
電
話
②
二
一
一
一
内

線
五
六
三
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

対
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　
こ
の
手
当
は
、
障
害
児
（
満
二
十
歳

未
満
）
を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は
父
母

に
か
わ
っ
て
障
害
児
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
現
在
の
支

給
対
象
は
、
重
度
障
害
児
だ
け
で
す
が

十
月
一
日
か
ら
新
た
に
中
程
度
の
障
害

児
に
も
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　
中
程
度
の
障
害
と
は
、
身
障
手
帳
の

三
、
四
級
程
度
、
も
し
く
は
知
能
指
数

三
十
五
～
五
十
程
度
、
ま
た
は
こ
れ
ら

と
同
程
度
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
中
程
度
障
害
児
の
請
求
手
続
き

を
十
月
一
日
か
ら
受
付
け
ま
す
が
、
十

月
中
に
手
続
き
を
と
れ
ば
、
十
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
障
害
児

を
施
設
に
入
所
さ
せ
て
い
る
場
合
に
は

手
当
の
支
給
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
こ
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

請
求
に
必
要
な
診
断
書
の
作
成
を
、
九

月
五
日
の
身
体
障
害
者
巡
回
相
談
の
際

に
行
い
ま
す
が
、
ぐ
わ
し
い
こ
と
は
、

市
福
祉
事
務
所
厚
生
係
（
電
話
②
二
一

一
一
内
線
五
六
四
）
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。福

祉
手
当
の
制
度
が
で
き

ま
す

　
こ
の
手
当
は
、
身
体
や
精
神
に
と
く

に
重
度
の
障
害
を
有
す
る
人
で
、
日
常

生
活
に
看
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ

る
人
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
十
月
一

日
か
ら
新
た
に
発
足
す
る
制
度
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
従
来
の
特
別
福
祉
手

当
は
、
こ
の
制
度
に
移
行
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
手
当
の
請
求
手
続
き
な

ど
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市
福

祉
事
務
所
厚
生
係
（
電
話
②
二
一
＝

内
線
五
六
四
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

．
二
級
技
能
士
通
信
講
座
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

　
こ
の
講
座
は
、
生
産
現
場
で
働
く
技

能
者
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
設
け
ら
れ

た
通
信
訓
練
方
式
で
二
十
九
科
あ
り
、

終
了
者
に
は
、
技
能
士
の
国
家
検
定
で

受
験
者
の
難
関
と
さ
れ
て
い
る
学
科
試

験
免
除
（
二
級
）
の
特
典
が
与
え
ら
れ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

▼
募
集
科
H
配
管
科
・
金
属
塗
装
科
・

　
　
　
　
　
製
缶
科
・
家
具
木
工
科
・

　
　
　
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
科
・

　
　
　
　
　
板
金
科
・
左
官
科
・

　
　
　
　
　
建
築
科
・
タ
イ
ル
張
り
科

　
　
　
　
　
な
ど
他
二
十
訓
練
科

▼
受
講
資
格
鼎
実
務
経
験
が
あ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
だ
れ
で
も
受
講
で
き
、
学

　
　
　
　
　
歴
・
年
齢
・
性
別
を
問
い

　
　
　
　
　
ま
せ
ん
。

▼
訓
練
期
間
1
1
一
年
（
い
っ
か
ら
で
も

　
　
　
　
　
受
講
で
き
ま
す
。
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
　
・
宮
崎
市
恒
久
四
二
四
一
番
地

　
　
・
宮
崎
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
・
（
電
話
宮
崎
励
－
一
五
一
一
）

水
産
動
植
物
の
採
捕
に
は

　
　
　
　
・
許
可
が
必
要
で
す

　
宮
崎
県
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
に
よ

っ
て
、
次
の
漁
貝
ま
た
は
漁
法
に
よ
る

水
産
動
植
物
の
採
捕
に
は
、
知
事
の
許

可
を
必
要
と
し
ま
す
。

◎
え
り
や
な

◎
さ
し
網

◎
よ
せ
網

◎
ふ
く
ろ
網

◎
す
建
網

◎
し
ば
漬
漁
法

◎
石
倉
漁
法

◎
ま
き
網

◎
し
き
網

◎
地
び
き
網

◎
瀬
張
網

◎
舟
船
投
網

◎
し
ば
せ
き
漁
法

◎
餌
付
漁
法

．
◎
ぼ
ら
と
ば
せ
漁
法

　
◎
か
つ
ら
縄
漁
法

’
　
◎
火
光
そ
の
他
照
明
を
使
用
す
る
突

　
　
漁
法

　
な
お
、
許
可
申
請
の
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
商
工
水
産
課
（
電
話
②
二
一
一

　
一
内
線
五
七
七
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
・

い
。

忘
れ
ず
に
受
け
よ
う

　
　
　
　
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
み
な
さ
ん
に
は
、
年
に
一
度
の
結
核

検
診
を
受
け
る
義
務
と
権
利
が
あ
り
ま

す
。　

市
で
は
、
市
内
各
会
場
を
ま
わ
り
、

み
な
さ
ん
の
健
康
管
理
に
努
め
て
い
ま

す
。
何
の
病
気
で
も
同
じ
で
す
が
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
検
診
は
、
結
核
だ
け
で
は
な
く

肺
ガ
ン
な
ど
の
早
期
発
見
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
お
近
く
の
会
場
ヘ
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

車
が
行
き
ま
し
た
と
き
は
、
忘
れ
ず
に

検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
保
険

衛
生
課
衛
生
係
（
電
話
②
二
一
＝
内

線
五
五
二
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

レ
＝

”
葭

　
　
　
　
　
　
1
1
九
月
中
H
、

▽
九
月
七
日

　
・
浦
上
医
院
（
電
話
②
二
九
三
六
）

　
・
山
口
医
院
（
電
話
②
二
二
Q
三
）

　
・
田
中
（
眼
）
医
院
（
電
話
②
四
〇

　
　
〇
九
）

▽
九
月
十
四
日

　
・
寺
尾
医
院
（
電
話
門
川
③
一
四
四

　
　
七
）

　
・
佐
藤
医
院
（
電
話
②
三
三
二
四
）

　
・
児
玉
医
院
（
電
話
③
二
五
三
〇
）

　
・
鮫
島
病
院
（
電
話
②
四
〇
四
三
）

▽
九
月
十
五
日

　
・
和
田
病
院
（
電
話
②
二
〇
四
五
）

　
・
滝
井
医
院
（
電
話
②
二
四
〇
九
）

　
・
大
平
医
院
（
電
話
②
三
三
三
七
）

▽
九
月
二
十
一
日

　
・
三
股
病
院
．
〔
電
話
⑧
0
0
三
四
）

　
・
今
給
黎
医
院
（
電
話
②
二
四
五
九
）

　
・
東
医
院
（
電
話
門
川
③
二
八
○
○
）

▽
九
月
二
十
四
日

　
・
樋
口
病
院
（
電
話
門
川
③
一
〇
三

　
　
六
）

　
・
稲
原
医
院
（
電
話
⑧
二
二
〇
九
）

　
・
吉
田
医
院
（
電
話
③
四
四
〇
一
）

▽
九
月
二
十
八
日

　
・
千
代
田
病
院
（
電
話
②
七
一
一
一
）

　
・
柳
田
医
院
（
電
話
②
二
九
五
〇
）

　
・
田
中
病
院
（
電
話
門
川
③
一
四
四

　
　
六
）

9

や

・


	ラジオ体操で元気な毎日を
	日向市の台所―住み良い町づくり柱に四十六億円余を執行
	人口や世帯数を調べる―国勢調査
	”まち”を美しくするためにゴミ収集にご協力を
	特別融資制度を利用していますか
	新規学卒就職者ボーリングを楽しむ
	市立図書館は勉強するよい子でいっぱい
	接線だったPTAバレーボール大会
	利用者が青年ホームを清掃

